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活断層デジタルマップの完成とその活用

Advantage of the Digital Active Faults Map of Japna
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1. はじめに
　活断層マップワーキンググループ（1999）は，4 万分の 1の空中写真を用いて，更新世後期以降の断層変位地

形を重視する厳密な基準で，新たに日本列島全域の活断層の判読作業を実施し，その結果を 2万 5 千分の 1の地形
図に記載して活断層詳細図を作成した．さらに，縮尺 2万分の 1以上の空中写真の判読と現地調査で，活断層の活
動性を評価するための関連情報（変位量，変位基準の年代，変位の向き，トレンチ調査地点，文献など）を整備し
た．そして新しい試みとしてこれらのデータをデジタル化して地理情報データベースを構築し，活断層研究および
地震学・地震工学などの関連分野の基礎的な資料として整備した．
2.これまでの活断層図との違い
　この断層図作成にあたって，これまでの活断層図（たとえば新編日本の活断層や九州の活構造図，近畿の活

断層など）とは基本的に異なる点が二つある．第一は，活断層の定義である．活断層研究会（1980，1991）では，
活断層を「第四紀に活動し将来も活動する可能性のある断層」としているのに対し，本図では，後期更新世以降の
断層変位地形を重視し，「最近数十万年間に概ね千年から数万年の間隔で繰り返し活動しその痕跡が地形に現れ，
今後も活動を繰り返すと考えられる断層」とした．そして地表での変位地形の確からしさをもとに「活断層」と「推
定活断層」に二分した．「推定活断層」は，「活断層」に比べて，断層変位地形が最近数十万年前以降に形成された
かどうかの判定が難しいものや，断層変地形が他の理由（成因）でも生じる可能性を残す場合である．したがって，
活断層研究会（1980，1991）の確実度 2や確実度 3の活断層を含むこともあるが，多くは確実度 1の活断層に近い
ものである．
　第二は，活断層のマッピングの精度の違いである．「新編日本の活断層」では，基本データを 20 万分の 1 地

勢図としているのに対し，本図は 2 万 5 千分の 1 の地形図を用いている．したがって，活断層の位置の精度に関
して，両図には圧倒的な差がある．また，人工改変などで断層位置が不明瞭な場所（推定区間）や，変位地形が新
しく地表に崖が見えない場所（伏在区間）に対して，新たな記号を導入して活断層の連続性をより鮮明になり，小
縮尺の活断層図として編纂した場合でも，主要活断層（帯）の分布をより明確した．その結果，主要断層と枝断層
の配置なども明らかになった．
　今回の成果は，兵庫県南部地震以降，地震防災の立場から地球科学以外の地震工学・都市工学などの分野で

重要な情報となってきた活断層の位置の情報を飛躍的に高めることになる．これまでは，「新編日本の活断層」か
らの転記や，その図をデジタイズした市販のデータがソースとなることが多かった．しかし，これはもともと縮尺
20 万分の 1 地勢図に記載された情報をデジタル化したものであり，より大縮尺の地図に再プロットしても位置の
精度はまったく保証されない．今回の成果との比較のなかで，主要断層線沿いに 200m 以上の誤差が認められた例
もあるなど防災のための資料とするには課題を残していた．
　本ワーキンググループは新しい試みとして，活断層が記載された 2 万 5 千分 1 の地形図をドラム型スキャナ

でそのままコンピュータに取り込み，CAD ソフトを用いて地理座標を与えた後ベクトルデータとした．このデータ
は，たとえば数値地図 25000（国土地理院刊行の地図画像）や，ベクトル化された地図データ（（株）北海道地図）
と地理座標をそろえて重ねあわせ表示・印刷することで，大縮尺活断層図とすることができる（筆者らは，このた
めの独自のブラウザーを開発した）．活断層線分データ（地表変形の範囲を含む）は既存の GIS ソフトによって，
他のデジタルデータ（たとえば地質図，構造物やライフラインなど）とも重ねることが可能なように，shp ファイ
ル形式として作成されている．また，断層線上には前述の属性情報が表示されており，これらのデータから活断層



の活動性の評価も可能になる．さらに構造物やライフラインなどの既存のデータとの比較によって断層変位に伴う
被害を予測し，具体的な被害軽減対策を講じることなども可能であると思われる．今後，さらに関連データを追加
し，活断層研究および関連分野の基礎的データとして充実することを目指している．
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